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① 方　針

①　周囲へ悪影響を及ぼす管理不全な
空き家に関して適切な助言・指導等の
措置を行うことについて

②　可能な限り「助言又は指導」によ
る所有者等による自主的な是正を求め
ることについて

・空き家の中には放置され、適切な管理が行われないことによ
り、安全上、衛生上などの観点から地域の環境に多大な悪影響を
与えているものがある。
　今後、このような空き家は増加する可能性があり、特に特定空
家等に関しては速やかな改善が求められることから、早期に適切
な措置をとらなければ事態は深刻化すると考えられるため。

・空き家は個人の財産であることから所有者等自らの是正を指導
するため。

② 判断基準

　「特定空家等に対する措置」に関す
る適切な実施を図るために必要な指針
（ガイドライン）（平成27年2月26日
付け総務省・国土交通省告示第1号）
を参考に市独自の要素を加えた判定表
を作成する旨を明記し慎重な判断を要
する。

　法の措置を講じようとすれば「特定空家等」に該当する必要が
あるため、対象となる物件が「特定空家等」であるかどうかを判
断を要するため。

③ 措　置

・法第14条の
①助言・指導、②勧告、
③命令、④行政代執行
の措置について、規定の施行に必
要な措置を講ずる際の具体的手続
きについて

・法第14条第2項の規定による勧告
を行った場合は、住宅用地特例が
除外になることについて

・特定空家等に対し強い権限を行使する以上、法に定めが
あるとおり、その措置は段階的であり、かつその手続きは
適正である必要があるため。

・固定資産税等の住宅用地特例の解除を伴う勧告を行うこ
とで、空家を残すことの税制上の優遇をなくし、自主的な
改善を促すため。

④ 応急措置

　空家等が危険となることが切迫
し、かつ当該空家等の所有者等が
判明しないときは、条例第8条に基
づき、必要最低限の措置を講ずる
ことについて

危険な状態になることを防止するため。

⑤
　所有者等
が不明の場
合の対応

　法第14条第10項に基づく略式代
執行を行うことについて

　空家等の管理は所有者等が対応することが原則である
が、所有者不明の場合は、対応ができないこととなる。所
有者等の不明の特定空家等のうち、倒壊した場合、隣接す
る建築物に被害を及ぼすなどのものについては、市がやむ
を得ないとして当該規定に基づき行うため。

⑥
その他関係
部局との連
携

　建築物以外の対応が困難なゴミ
や草木等の繁茂など生活環境につ
いて緊急性の高い物件について
は、関係部署と協力し、他法令等
による対応することについて

　空家等がもたらす問題を解消するには、防火、衛生、景
観等多岐にわたる政策課題に横断的に応える必要があるこ
とから、その課題に対して関係内部署が連携して、空家等
対策に対応できる体制の構築をすることが望ましいため。

生駒市空家等対策計画「第5章　管理不全空き家等の解消」概要（案） 資料３


